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施設概要等

江東区塩浜保育園 江東区千田保育園

所在地 江東区塩浜１－３－１０ 江東区千田２２－８

施設面積 延　床　面　積　　　　１１４８．５９㎡ 延　床　面　積　　　　　９２６．４６㎡

屋外遊戯場面積　　　　　７６０，６１㎡ 屋外遊戯場面積　　　　　１５９．９１㎡

構造 鉄筋コンクリート造地上３階建 鉄骨造３階建

開設年月日 昭和44年6月16日 平成22年4月1日

平成22年4月1日より公設民営保育所として開所

名称 社会福祉法人　流山中央福祉会 社会福祉法人　みわの会

所在地 千葉県流山市南流山二丁目２９番４号 東京都江東区豊洲二丁目５番３－１０１号

設立 平成16年7月27日 平成15年9月10日

事業内容 保育所の経営、一時預かり事業の経営 保育所の経営、一時預かり事業の経営

運営実績
(保育所の
み記載)

【公設民営保育園】１園
小名木川保育園（江東区）

【私立保育園】５園
足立区　２園
北区　１園
流山市　２園

【公設民営保育園】１園
桐ヶ丘保育園（北区）

【運営委託園】３園
大田区　１園
練馬区　２園

【私立保育園】４園
MIWAシンフォニア保育園 （江東区）
MIWA木場公園保育園 （江東区）
北区　１園
横浜市　１園

2

3

4

1

指定管理者が行う業務 （１）保育事業の実施、（２）施設及び設備の維持管理

指定期間

推薦理由

５年（令和７年４月１日～令和１２年３月３１日）

　上記法人について審査を行ったところ（審査項目及び結果については次頁以降を参照）、良好な結果
を得た。現在の各運営法人は、指定管理移行時から児童福祉法に基づく適正な保育施設の運営を行って
おり、安定した施設の管理運営が見込める。以上の理由から、現在の各運営法人を指定管理者として推
薦する。

施設名

指定管理者

施設
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施設概要等

所在地

施設面積

構造

開設年月日

名称

所在地

設立

事業内容

運営実績
(保育所の
み記載)

2

3

4

1

指定管理者が行う業務

指定期間

推薦理由

施設名

指定管理者

施設

江東区亀戸第四保育園 江東区南砂さくら保育園

江東区亀戸４－２１－１３ 江東区南砂６－８－３

延　床　面　積　　　１，１２２．６９㎡ 延　床　面　積　　　　１０７７．７４㎡

屋外遊戯場面積　　　　　５５３．２８㎡ 屋外遊戯場面積　　　　　１８３．０１㎡

鉄筋コンクリート造３階建のうち１・２階 鉄骨造４階建のうち、１から３階部分

昭和50年6月1日 平成22年10月1日

平成22年4月1日より公設民営保育所として開所

社会福祉法人　三樹会 社会福祉法人　東京児童協会

埼玉県さいたま市南区鹿手袋四丁目１７番２２ 東京都江戸川区船堀二丁目２３番１０

平成17年3月3日 昭和35年2月15日

保育所の経営 保育所の経営

【公設民営保育園】１園
竹の塚北保育園（足立区）

【私立保育園】１４園
ゆめの森保育園（江東区）
荒川区　３園
越谷市　１園
さいたま市　９園
（うち１園令和6年開設予定）

【小規模保育園】１園
さいたま市　１園

【認証保育園】１園
足立区　１園

【公設民営保育園】１園
白河かもめ保育園（江東区）

【私立保育園】１８園
亀戸こころ保育園・分園（江東区）
江戸川区　３園、墨田区　３園、
新宿区　１園、中野区　２園、
目黒区　１園、足立区　１園、中央区　１園、
千代田区　１園、文京区　１園、世田谷区　１園、
品川区　１園、東大和市　１園

【認定こども園】４園
台東区　２園（うち１園公設民営）
新宿区　１園 中央区　１園

　上記法人について審査を行ったところ（審査項目及び結果については次頁以降を参照）、良好な結果
を得た。現在の各運営法人は、指定管理移行時から児童福祉法に基づく適正な保育施設の運営を行って
おり、安定した施設の管理運営が見込める。以上の理由から、現在の各運営法人を指定管理者として推
薦する。

（１）保育事業の実施、（２）施設及び設備の維持管理

５年（令和７年４月１日～令和１２年３月３１日）
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Ⅱ【選定方法】

１　非公募選定の方法

（１）非公募選定の理由

（２）選定方法

　以下の点について専門部会において書類審査、現地視察及びヒアリングを行い総合的に評価を実施した。

①これまでの実績、今後の計画が明確であること。

②園の運営について保護者からの支持が得られていること。

③財務状況に問題がないこと。

ア　書類審査（第一次審査）

　法人から提出された運営企画書、利用者アンケート及び財務諸表を基に実施した。

イ　現地視察・ヒアリング（第二次審査）

　書類では確認できなかった部分について、現地視察を行うとともに、法人に対してヒアリングを行った。

２　選定の経過

日付 会議名 内容

令和6年2月5日 江東区公の施設に係る指定管理者選定 非公募の検討

評価委員会保育所専門部会 選定基準（案）の検討

令和6年3月15日 江東区公の施設に係る指定管理者選定 非公募選定の決定

評価委員会

令和6年5月15日 江東区公の施設に係る指定管理者選定 選定基準の決定

評価委員会

令和6年8月1日 江東区公の施設に係る指定管理者選定 推薦候補者の選定

評価委員会保育所専門部会

　非公募の理由は以下のとおりである。

①　指定管理者移行時から児童福祉法に基づく適正な保育施設の運営を行っている。

②　年度評価も優れており、指定管理者としての能力及び実績は十分にある。

③　利用者アンケートでも多くの保護者から「満足」との評価を受けている。

④　施設利用者の処遇・援助を目的とするため、利用者等との高度な信頼関係構築が求められる

     施設であり、引き続き管理を行うことにより安定したサービスの確保と事業効果が相当程度期待できる。
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【塩浜保育園の評価に関する見解】 

審査項目 保育所専門部会としての意見 

１ 保育園運営に 

 関する考え方 

全体的に良好な運営が確認された。「丈夫な体・豊かな情操・

広い社会性・確かな基礎能力」を身につけることを目標に、広

い園庭やホールなどを活かして「運動タイム」を導入し、年齢

ごとの発達を考えたカリキュラムを作成し、体力増進を図って

いる。保護者とのコミュニケーションにおいては、対面だけで

なくアプリも併用したり、行事ごとに随時アンケートをとるな

ど、いつでも意見を伝えられる環境づくりに努めている。 

（保育に携わる職員 

としての基本的な 

資質の確保） 

保育の質を高めるため、毎日のミーティングとは別に姉妹園

の階層ごとの会議を開催し、各園の情報を交換しながら保育の

質を向上に努めている。また理事長をはじめ副理事長や本部の

支部長が実際の保育の現場を見ながら話し合うことも多く、現

場と本部の情報共有もスムーズに行っている。 

２ 特別保育事業に 

対する考え方 

 ２時間延長保育、スポット延長保育を実施している。 

自主事業としては、外部講師を招いた体育指導、英語保育、

太極拳に加え、最近ではヒップホップを取り入れるなど、児童

が様々な経験ができる機会を設け、保育の充実に取り組んでい

る。また非定型一時保育を実施し、担任制で行うことによって

家庭的な雰囲気の中の保育となり、毎日の利用者が定着してい

る。 

３ 地域との関わり 

 に対する考え方 

地域に根差した保育園を目指し、園庭で開催する「移動動物

園」を近隣住民にも開放し、地域の子育て支援にも取り組んで

いる。地域との交流においては、消防署と町内会主体の地域防

災協定を締結したり、日頃から避難場所である都営住宅とも連

携をとり情報を交換するなど、災害時に地域が一体となって連

携をとれるよう努めている。 

４ 職員配置  区が必要としている職員数が配置されており、引き続き安定

的な職員配置が期待される。看護師や栄養士などの専門職も複

数名配置し、人員のゆとりだけでなくお互いが学びあえる環境

づくりに取り組んでいる。有給取得率も９５％を超え、働きや

すい職場づくりに努めている。 

５ コスト削減 保育園運営におけるコストの大部分は人件費であるため、大

幅なコスト削減は困難である中、SDGs を意識し子どもたちと廃

材を使った制作を行うなど、コスト削減に努めている。 

６ 再指定に当たって

の考え方 

子どもたちの気持ちに寄り添った「優しい保育」を丁寧に実

践し、毎年の利用者アンケートも高い評価を得ている。職員の

負担軽減のため書類の見直しや簡素化を図り働きやすい環境づ

くりに取り組んでおり、有給消化や賃金改善にも積極的に努め

ている。今後も引き続き良好な運営が期待できる。 
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【利用者アンケート結果】

肯定的な
意見の割合

評価

1 保育所での活動は、子どもの心身の発達に役立っているか 99.0% A

2 保育所での活動は、子どもが興味や関心を持って行えるようになっているか 98.4% A

3 提供される食事は、子どもの状況に配慮されているか 96.5% A

4 保育所の生活で身近な自然や社会と十分に関わっているか 88.7% A

5 保育時間の変更は、保護者の状況に柔軟に対応されているか 79.4% B

6 安全対策が十分取られていると思うか 88.4% A

7 行事日程の設定は、保護者の状況に対する配慮は十分か 82.9% A

8 子どもの保育について家庭と保育所に信頼関係があるか 88.7% A

9 施設内の清掃、整理整頓は行き届いているか 93.5% A

10 職員の接遇・態度は適切か 99.0% A

11 病気やけがをした際の職員の対応は信頼できるか 91.0% A

12 子ども同士のトラブルに関する対応は信頼できるか 68.4% B

13 子どもの気持ちを尊重した対応がされているか 94.5% A

14 子どもと保護者のプライバシーは守られているか 90.3% A

15 保育内容に関する職員の説明はわかりやすいか 89.4% A

16 利用者の不満や要望は対応されているか 78.1% B

17
外部の苦情窓口（行政や第三者委員等）にも相談できることを伝えられている
か

48.1% C

Ａ・Ｂの割合 総合評価

94.1% A

【参考】
令和2年度～令和5年度までの満足度平均
＜設問＞現在利用している保育園を見て総合的にどのように感じていますか

1 大変満足 74.5%

2 満足 21.9%

3 どちらともいえない 2.6%

4 不満 0.3%

5 大変不満 0.0%

6 非該当 0.6%

96.4%

A

１・２の合計

総合評価

利用者アンケート（R2～R5平均）

塩浜保育園

※　肯定的な答えの割合が８割以上であればＡ、６割以上はＢ、４割以上はＣ、
   ４割未満はＤと評価する。アンケート結果全体を通してＡまたはＢ評価の数が
   全体の８割以上であれば総合Ａ、６割以上であれば総合Ｂ、４割以上であれ
   ば総合Ｃ、４割未満であれば総合Ｄと評価する。

10











【千田保育園の評価に関する見解】 

審査項目 保育所専門部会としての意見 

１ 保育園運営に 

 関する考え方 

全体的に良好な運営が確認された。職員間において前年度の

反省・評価を行うとともに、研修や会議で基本方針の共有化を

図り、毎月、指導計画と実践において整合性がなされているか

反省・評価を行い、意思統一に努めている。安全管理への意識

も高く、夕方には園児の飛び出し防止のため玄関にシルバー人

材を配置し、見守りや声掛けを行っている。 

（保育に携わる職員 

としての基本的な 

資質の確保） 

 職員の資質や保育の質の向上のため、法人において職員全体

研修やリーダー研修をはじめ、園内外の研修や、姉妹園合同研

修など、職員が学ぶ機会を積極的に設けている。外部講師の訪

問研修や法人内部監査により、個々の専門性を磨き、保育の質

の向上に努めている。クラス会議ではその月の反省や個別の育

ちを確認し合うと共に、職員の自己評価も行っている。 

２ 特別保育事業に 

対する考え方 

 ２時間延長保育、スポット延長保育を実施している。 

自主事業としては、世代間交流、体験保育、出前保育、育児

講座などの地域活動事業を実施し、ＨＰやＳＮＳでも情報発信

を行っている。また非定型一時保育も実施しており、コロナ５

類移行を受け、利用者数は徐々に増加している。 

３ 地域との関わり 

 に対する考え方 

近隣の高齢者施設、姉妹園との交流も計画的に行い、小学校

との交流においては、相互に情報共有し進学に向けて連携をと

っている。また児童館との連携も継続し、地域の人たちと出会

い、豊かな人間関係ができるような体験・環境づくりに努めて

いる。 

４ 職員配置  区が必要としている職員数が配置されており、引き続き安定

的な職員配置が期待される。離職や休職者が出た場合に備え、

常に余裕を持った求人を行うようにしている。 

５ コスト削減 保育園運営におけるコストの大部分は人件費であるため、大

幅なコスト削減は困難である中、職場環境や労働環境の改善を

図ることで、離職率の低減し、人材紹介や派遣等の高額な支出

を抑えることにつなげている。定期的に契約を見直し、常に他

社の情報も確認しながら、コスト削減に努めている。 

６ 再指定に当たって

の考え方 

 開園から１４年を経て安定した保育体制及び良好な職員のチ

ームワークが構築されている。この結果、保護者からも高い満

足度を得ており、職員のモチベーションの向上にもつながって

いる。利用者や地域子育て家庭のニーズや意見を積極的に把握

し、少子化や社会情勢を踏まえ保育園の意義やあり方を職員全

体で意識し、選ばれる園であるよう地域に根差した保育園を目

指している。今後も引き続き良好な運営が期待できる。 
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【利用者アンケート結果】

肯定的な
意見の割合

評価

1 保育所での活動は、子どもの心身の発達に役立っているか 96.9% A

2 保育所での活動は、子どもが興味や関心を持って行えるようになっているか 95.7% A

3 提供される食事は、子どもの状況に配慮されているか 94.1% A

4 保育所の生活で身近な自然や社会と十分に関わっているか 78.4% B

5 保育時間の変更は、保護者の状況に柔軟に対応されているか 84.7% A

6 安全対策が十分取られていると思うか 75.7% B

7 行事日程の設定は、保護者の状況に対する配慮は十分か 74.1% B

8 子どもの保育について家庭と保育所に信頼関係があるか 90.2% A

9 施設内の清掃、整理整頓は行き届いているか 94.9% A

10 職員の接遇・態度は適切か 92.2% A

11 病気やけがをした際の職員の対応は信頼できるか 93.3% A

12 子ども同士のトラブルに関する対応は信頼できるか 72.9% B

13 子どもの気持ちを尊重した対応がされているか 95.7% A

14 子どもと保護者のプライバシーは守られているか 93.7% A

15 保育内容に関する職員の説明はわかりやすいか 88.6% A

16 利用者の不満や要望は対応されているか 80.0% A

17
外部の苦情窓口（行政や第三者委員等）にも相談できることを伝えられている
か

52.9% C

Ａ・Ｂの割合 総合評価

94.1% A

【参考】
令和2年度～令和5年度までの満足度平均
＜設問＞現在利用している保育園を見て総合的にどのように感じていますか

1 大変満足 60.8%

2 満足 34.1%

3 どちらともいえない 3.1%

4 不満 0.0%

5 大変不満 0.4%

6 非該当 1.6%

94.9%

A

１・２の合計

総合評価

利用者アンケート（R2～R5平均）

千田保育園

※　肯定的な答えの割合が８割以上であればＡ、６割以上はＢ、４割以上はＣ、
   ４割未満はＤと評価する。アンケート結果全体を通してＡまたはＢ評価の数が
   全体の８割以上であれば総合Ａ、６割以上であれば総合Ｂ、４割以上であれ
   ば総合Ｃ、４割未満であれば総合Ｄと評価する。
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【亀戸第四保育園の評価に関する見解】 

審査項目 保育所専門部会としての意見 

１ 保育園運営に 

 関する考え方 

全体的に良好な運営が確認された。保護者との積極的なコミ

ュニケーションを図るため、保育参観の期間を設けずいつでも

参観可能にしたり、また園に寄せられた意見については本人だ

けでなく全家庭へ広く回答・周知するなど、園と保護者との意

思疎通に努めている。安全面については、園児見守りシステム

を活用し置き去りや見失い防止対策を講じたり、同一建物内の

高齢者施設や近隣企業との合同の避難訓練を行ったりするな

ど、十分な配慮がなされている。 

（保育に携わる職員 

としての基本的な 

資質の確保） 

 全職員が月に一度の理念チェックと年２回の人権擁護のため

のセルフチェック、さらに自己評価を行うことで、日常の保育

の振り返りや改善につなげている。また保育の質を高めるため

に様々な会議を行う中、最近では Google ドライブを活用し、事

前に報告事項や検討課題について共有でき、また会議の内容も

即日閲覧できるように改善している 

２ 特別保育事業に 

対する考え方 

 ２時間延長保育、スポット延長保育を実施している。 

自主事業として幼児クラスを対象に外部講師による体操・英

語・コーディネーショントレーニングを取り入れており、体操

教室で日頃学んでいることの集大成として、サーキットとして

運動会で発表している。令和６年度より小学校で必須科目とな

ったキッズダンスも取り入れている。 

３ 地域との関わり 

 に対する考え方 

地域との交流においては、子育て広場や園庭開放などの際に

保護者の悩みの聞き取りを行っている。小学校との連携におい

ては、行事や授業を見学させてもらうことで就学へのイメージ

を持てるように交流している。また同じ建物内に高齢者在宅サ

ービスセンターがあるという点を活かし、高齢者との密接な交

流を図っている。 

４ 職員配置  区が必要としている職員数が配置されており、引き続き安定

的な職員配置が期待される。実習生の受け入れを積極的に行い、

その後の採用につなげている。 

５ コスト削減 保育園運営におけるコストの大部分は人件費であるため、大

幅なコスト削減は困難である中、委託業者や発注業者の見直し

を行うことでコスト削減に努めている。 

６ 再指定に当たって

の考え方 

 コロナ禍においても、中学生の職場体験や実習生の受け入れ

や、近隣企業や隣接する高齢者施設との合同避難訓練を途切れ

ることなく行うことで地域に根付いた保育園運営を目指してい

る。また離職率低減のため、ICT システムを活用し年間勤務時

間の削減することで業務改善に努めている。今後も引き続き良

好な運営が期待できる。 
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【利用者アンケート結果】

肯定的な
意見の割合

評価

1 保育所での活動は、子どもの心身の発達に役立っているか 96.2% A

2 保育所での活動は、子どもが興味や関心を持って行えるようになっているか 94.1% A

3 提供される食事は、子どもの状況に配慮されているか 92.4% A

4 保育所の生活で身近な自然や社会と十分に関わっているか 83.1% A

5 保育時間の変更は、保護者の状況に柔軟に対応されているか 69.7% B

6 安全対策が十分取られていると思うか 83.8% A

7 行事日程の設定は、保護者の状況に対する配慮は十分か 81.0% A

8 子どもの保育について家庭と保育所に信頼関係があるか 79.0% B

9 施設内の清掃、整理整頓は行き届いているか 96.6% A

10 職員の接遇・態度は適切か 90.3% A

11 病気やけがをした際の職員の対応は信頼できるか 93.1% A

12 子ども同士のトラブルに関する対応は信頼できるか 65.5% B

13 子どもの気持ちを尊重した対応がされているか 87.2% A

14 子どもと保護者のプライバシーは守られているか 87.2% A

15 保育内容に関する職員の説明はわかりやすいか 85.5% A

16 利用者の不満や要望は対応されているか 70.0% B

17
外部の苦情窓口（行政や第三者委員等）にも相談できることを伝えられている
か

47.6% C

Ａ・Ｂの割合 総合評価

94.1% A

【参考】
令和2年度～令和5年度までの満足度平均
＜設問＞現在利用している保育園を見て総合的にどのように感じていますか

1 大変満足 56.9%

2 満足 37.9%

3 どちらともいえない 2.4%

4 不満 0.7%

5 大変不満 0.0%

6 非該当 2.1%

94.8%

A

１・２の合計

総合評価

利用者アンケート（R2～R5平均）

亀戸第四保育園

※　肯定的な答えの割合が８割以上であればＡ、６割以上はＢ、４割以上はＣ、
   ４割未満はＤと評価する。アンケート結果全体を通してＡまたはＢ評価の数が
   全体の８割以上であれば総合Ａ、６割以上であれば総合Ｂ、４割以上であれ
   ば総合Ｃ、４割未満であれば総合Ｄと評価する。
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【南砂さくら保育園の評価に関する見解】 

審査項目 保育所専門部会としての意見 

１ 保育園運営に 

 関する考え方 

全体的に良好な運営が確認された。保育課程については法人

内で統一基準を設け、一貫性が保たれた計画がたてられている。

また、法人全体で ICT 化に取り組み、インスタグラムで保育内

容を発信するなど、情報の見える化や迅速に共有できる仕組み

作りに励んでいる。加えて、第三者評価を毎年受診するなど保

護者とのコミュニケーション強化及び信頼確保に努めている。 

（保育に携わる職員 

としての基本的な 

資質の確保） 

職員の資質や保育の質向上のため、園内研修・法人内研修を

行うほか、若手育成プログラムや主任研修など職層・職能ごと

に必要な資質を養う制度を実施している。 

また、短時間正職員を雇用することで忙しい時間帯や時期の

負担を軽減し、いつでも保育の質が落ちないような仕組みが作

られている。 

２ 特別保育事業に 

対する考え方 

 ２時間延長保育、スポット延長保育を実施している。 

自主事業としては、法人内で共通のスポーツプログラムや英

語レッスン、異文化体験のほか園独自の事業としてアトリエ活

動を行っている。また、子育て支援活動を積極的に行っており、

利用者は増加傾向にある。 

３ 地域との関わり 

 に対する考え方 

近隣の商店街と協力し、季節のイベントを開催したり、就学

する園児の多い小学校での体験授業に参加したりするなど、制

限されていた地域との交流が再び活発になされている。また、

図書館や公園への散歩の際に、地域の高齢者と交流する機会も

あり、地域に受け入れられる保育園として活動している。 

４ 職員配置  区が必要としている職員数が配置されており、引き続き安定

的な職員配置が期待される。新人職員に他園の先輩職員がつく

メンター制度や職員の相談窓口を担う人事担当者を配置するな

ど園外との繋がりを作ることで、職員が安心して働ける環境づ

くりを行っている。 

５ コスト削減 保育園運営におけるコストの大部分は人件費であるため、大

幅なコスト削減は困難である中、従来の発注先を見直して食費

を軽減する、ICT 化を進めることによるペーパーレス化、こま

めに節約することで電気料金や水道料金を抑えるなど、コスト

削減に努めている。 

６ 再指定に当たって

の考え方 

子どもの視点に立ち、子どもが主体的に活動できる環境構築

を実践しており、その成果が利用者アンケートの高い評価に繋

がっている。今後に向けて、利用者が増加傾向にある子育て支

援事業や地域交流の拡充に努めている。総じて、今後も引き続

き良好な運営が期待できる。 
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【利用者アンケート結果】

肯定的な
意見の割合

評価

1 保育所での活動は、子どもの心身の発達に役立っているか 99.1% A

2 保育所での活動は、子どもが興味や関心を持って行えるようになっているか 98.6% A

3 提供される食事は、子どもの状況に配慮されているか 96.8% A

4 保育所の生活で身近な自然や社会と十分に関わっているか 79.2% B

5 保育時間の変更は、保護者の状況に柔軟に対応されているか 76.0% B

6 安全対策が十分取られていると思うか 86.0% A

7 行事日程の設定は、保護者の状況に対する配慮は十分か 84.2% A

8 子どもの保育について家庭と保育所に信頼関係があるか 79.6% B

9 施設内の清掃、整理整頓は行き届いているか 98.6% A

10 職員の接遇・態度は適切か 87.8% A

11 病気やけがをした際の職員の対応は信頼できるか 91.4% A

12 子ども同士のトラブルに関する対応は信頼できるか 70.1% B

13 子どもの気持ちを尊重した対応がされているか 93.2% A

14 子どもと保護者のプライバシーは守られているか 88.7% A

15 保育内容に関する職員の説明はわかりやすいか 84.2% A

16 利用者の不満や要望は対応されているか 82.8% A

17
外部の苦情窓口（行政や第三者委員等）にも相談できることを伝えられている
か

58.8% C

Ａ・Ｂの割合 総合評価

94.1% A

【参考】
令和2年度～令和5年度までの満足度平均
＜設問＞現在利用している保育園を見て総合的にどのように感じていますか

1 大変満足 60.2%

2 満足 33.9%

3 どちらともいえない 3.2%

4 不満 0.9%

5 大変不満 0.5%

6 非該当 1.4%

94.1%

A

１・２の合計

総合評価

利用者アンケート（R2～R5平均）

南砂さくら保育園

※　肯定的な答えの割合が８割以上であればＡ、６割以上はＢ、４割以上はＣ、
   ４割未満はＤと評価する。アンケート結果全体を通してＡまたはＢ評価の数が
   全体の８割以上であれば総合Ａ、６割以上であれば総合Ｂ、４割以上であれ
   ば総合Ｃ、４割未満であれば総合Ｄと評価する。
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